
邦楽界から初参加

箏
（
こ
と
）
の
音
色
で
夏
を
感
じ
て
も
ら
え

蹄
ば
」
と
語
る
の
は
大
阪
出
身
の
箏
奏
者
の
片
岡

リ
サ
（
2
6
）
。
恒
例
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
祭
典
、

サ
マ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
（
八
月
十
九
日
、

大
阪
市
中
央
区
の
い
ず
み
ホ

ー
ル
）
に
邦
楽
界
か
ら
初
参

加
す
る
の
を
前
に
、
「
『
風

鈴
』
『
線
香
花
火
』
な
ど
古
典
ら
し
く
な
く
て
、

涼
や
か
で
聴
き
や
す
い
曲
を
演
奏
し
た
い
」
と
曲

目
構
成
を
練
っ
て
い
る
。

片
岡
は
こ
れ
ま
で
む
フ
ル
ー
ト
や
バ
イ
オ
リ
ン

と
い
っ
た
洋
楽
器
奏
者
や
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
積
極

的
に
共
演
し
て
き
た
。
今
回
は
「
オ
ペ
ラ
の
唱
法

で
歌
も
披
露
す
る
」
と
言
い
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
フ
ァ
ン

に
も
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
演
奏
に
な
り
そ
う
だ
。


